






環境経済学は, 応用経済学に分類されています｡ 応用経済学には, 他にはたとえば労働経済
学や医療経済学などがあって, 環境経済学はその中でも比較的最近生まれたものです｡
どのような手法で研究しているのですか｡
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立教大学経済学部の教員は, それぞれに固有の研究領域をもち, 経済学におけるさ
































































たのかなどについて, 当時の企業の状況や国の政策を含めて考えます｡ その上で, 経済学のモ





を習い, 次に別の授業では を使って に進む, という構造です｡ ただ, それがうまくいか
ない場合もありますし, 知っていることを前提で話を進めると, ついていけなくなってしまう
履修者がどうしても出てしまいます｡ そのためこの授業では, 最初からきちんと勉強していれ





ることを目標にした演習, もうひとつは, 人前で話し, 議論できるようになるためのトレーニ
ングです｡ 前者について具体的には, 専門書や専門論文の輪読, グループで研究論文を書くと
いうことを行っています｡ 後者については, ディベートや, 新聞記事からトピックを選び発表
する, といったことをしています｡
輪読はどのように行っていますか｡ 一般的に言って, 活発な輪読をするのは難しく, 教員
はみな頭を悩ませながら工夫をしているのではないかと思います｡
たしかに学生が受け身になりやすく, 難しいですよね｡ 私も必ずしもうまくできていると自








それを意識して読むからだと思っています｡ また, 同じ大学生が書いたものなので, 親近感と























は, 民間企業に就職するにしても, 研究をしたいなという気持ちになっていました｡ 民間で研
究をする場合には, 研究所やコンサルタントなどの選択肢がありましたが, たまたま在学中に
コンサルタントでアルバイトをする機会があり, とてもやりがいのある仕事だと感じました｡
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ただそれと同時に, 自分には向いていないかもしれないと思う部分もありました｡ 民間企業の
場合, クライアントから委託を受けて研究を行うので, 基本的にテーマがあらかじめ決められ
ていて, それに合わせて研究を進めるという部分があると思います｡ なので, 自分がやりたく
て興味があるテーマの研究はあまりできないかなと, と考えました｡ そのようなわけで民間で





を持つようになりました｡ 環境問題というのは, 誰かが別の誰かに悪い影響を与えている, と
いうことなので, その構造は犯罪などの, 社会のあらゆる不法行為にも当てはまるものだと考
えるようになりました｡ なので, 環境問題の解決というものを広く解釈すれば, それは不法行
為をどうにかするという, 法律的な分野にも関わってくると思うようになり, そちらの分野に




















ベースにあって, なぜ, そのような問題が生じたのか, これからどのようにしてその問題を解
決するのか, さらに, 同じような問題が今後起きないようにするにはどうすればよいのかを考









献を読むこともしています｡ 実際に文献を読んでみると, 人間は昔からあまり変わらず, 同じ
ような環境問題を起こしてきたように思えてきました｡ たとえば, 古代メソポタミア文明では
過剰な灌漑によって塩害が起きたと言われています｡ 現代でも同じようなことが起こっていま
す｡ なので, 環境問題に対して何か対策を考えるときには, 昔どうだったかというところから
入って, 色々な事例を積み重ねることも大事だろうと思います｡ 事例は多い方が良いです｡
たしかに人間の本質は似通っているところはあるかもしれないですね｡ ただ, 歴史学で重
視されるのは時代性で, それに地域性が加わる｡ つまり, 人間を取り巻く政治的, 経済的, 社
会的, 文化的な条件は, 時と場所によって相当異なっているという違いが前提になります｡
｢歴史は繰り返す｣ という格言がありますが, むしろ ｢歴史の一回性｣ という観点をとること





一ノ瀬大輔先生 (環境経済学) の教育と研究    
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